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図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの
資料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。

★今月のテーマはこれ!★

今月のおすすめ資料

今月は、身近な食べ物と飲み物の歴史を紹介した本を取り
上げます。

食べ物と飲み物の歴史

図書館で読み聞かせ活動をしているサークルを紹介

★すずの会★★すずの会★

☆うるま市立図書館ホームページ
　http://www.library.city.uruma.lg.jp/
☆うるま市立図書館ホームページ
　http://www.library.city.uruma.lg.jp/

中央図書館 ☎098-974-1112
石川図書館 ☎098-964-5166
勝連図書館 ☎098-978-4321

としょかんだよりとしょかんだより

中央館／

石川館／

勝連館／

「食」を見直そう（一般）

はたらくひとびと（児童）

童謡　唱歌　懐かしの歌（一般）

働く　みなさん　こんにちは（児童）

はたらくってどんなこと？

行事案内（11月中旬～12月初旬）
行　事 日　時 サークル名等

中

央

勝

　連

石

川

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

としょかんだより

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることが出来ます。

絵本の世界からこんにちは絵本の世界からこんにちは

（一般書）所蔵館 石川

沖縄県出身の著者が、沖縄料理にまつわる歴史と逸話を紹介
します。ナーベーラー（へちま）や島豆腐だけではなく、ポーク
缶詰に関する話もあり、面白く読める作品となっています。

『藤木勇人の沖縄妄想食堂』
藤木 勇人著／主婦と生活社
ふじ き はや と

（一般書）所蔵館 石川

ビール、ワイン、蒸留酒、コーヒー、紅茶、そしてコーラ。こ
れらの飲み物が人類と歴史に与えた影響を、具体的なエピ
ソードを交えて語りつくします。

『世界を変えた 6 つの飲み物』
トム・スタンデージ著／インターシフト

（児童書）所蔵館 勝連

しょうたくんが、発明家のおじさんと一緒に発明品（チョコ菓
子）を食べたのが原因で、４００年前のメキシコにタイムスリップ
するといったお話。チョコラーテ（チョコレート）の歴史をわかり
やすく解説した絵本です。

『ひみつのたからチョコラーテ』
平山 暉彦作 ／福音館書店

ひらやまてるひこ

（一般書）所蔵館 中央

食材や料理に留まらず、調味料や食習慣に至るまで、世界
中の“食”に関する複雑な歴史の移り変りをまとめてあります。
わかりやすく、手軽に読めるので、“食”に関する入門書と

して最適な一冊です。

『世界地図から食の歴史を読む方法』
辻原 康夫著／河出書房新社
つじはら やす お

あさがおの会おはなしの部屋
毎月第4土曜日
午前10時30分～

ブックポケットおはなしワールド
11月10日（土）
午前10時30分～

ラビット読み聞かせ会
毎週金曜日

午前10時30分～

消しゴムはんこ作り
先着10名

受付：11月20日～
材料費：100円

大人のための
冬の工作教室

12月12日（水）
午前10時～

すだち
あかちゃんとパパ・
ママのおはなし会

毎月第3水曜日
午前11時～

ミュージック
おはなしパラダイス
すてきなおはなし会

12月15日（土）
午前10時30分～

【特別整理期間】
蔵書点検のため、次の日程で
休館させていただきます。

中央館 １１月  6日(火)～１１月１６日(金)
石川館 １１月１７日(土)～１１月２８日(水)
勝連館 １１月２９日(木)～１２月  ５日(水)

●毎週月曜日
●11月3日（土）文化の日

●11月23日（金）勤労感謝の日

図 書 館 休 館 日

利用者カードを紛失された場合には、図書館カウン
ターで利用カードの紛失届けをして頂きます。その際、

ご自身の身分証（保険証・運転免許証など）が必要です。
「図書館利用が遠のき、カードも見当たらない…」と、お困り
の方どうぞお気軽にご相談ください。

Q
図書館 &Q A

A

図書館の利用カードをなくしてし
まいました。これから図書館の本
を借りるには、どうすればよい
ですか？

「子どもたちに本の世界のすばらしさを伝えたい」「子ども
たちと一緒に楽しい時間を共有したい」と、2001年から朝の
時間を利用し「宮森小学校読み聞かせボランティア」として活
動を開始しました。
現在では、石川図書館でのおはなし会や石川中学校での読
み聞かせにも協力しています。

これからも子ども
たちから、たくさん
の元気をもらいな
がら活動を続けて
いきたいと思ってい
ます。

サークル名は、さ
わやかな鈴の音の
ような声で、本の世
界を伝えたいという
思いで「すずの会」
と名付けました。
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